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上
京
こ
こ
ろ
の
ふ
れ

あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

講
演
会

　

前
回
の
正
解
は

仙
洞
御
所
で
す
。

　

多
数
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

京
都
御
苑
の
東
側
に
築
地
塀

に
囲
ま
れ
た
一
郭
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
は
上
皇
の
た
め
に
造
営
さ

れ
た
仙
洞
御
所
と
皇
太
后
の
た

　

正
解
者
の
中
か
ら
、
抽
選
で
３

名
の
方
に
記
念
品
を
差
し
上
げ

ま
す
。

　

は
が
き
に
、
答
え
と
住
所･

氏
名
・
年
齢
・
本
紙
へ
の
感
想

等
（
感
想
は
紙
面
で
掲
載
の
場

合
あ
り
）
を
ご
記
入
の
う
え
、

〒
602
―
８
５
１
１　

上
京
区
役

所「
か
み
ぎ
ょ
う
」係
ま
で
。
締

切
り
は
８
月
31
日（
消
印
有
効
）。

め
の
大
宮
御
所
の
あ
っ
た
と
こ

ろ
で
、
こ
の
門
は
仙
洞
御
所
の

正
門
で
す
。
仙
洞
御
所
の
建
物

は
、
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）

の
大
火
で
焼
失
後
再
興
さ
れ

ず
、
小
堀
遠
州
が
作
庭
し
た
庭

園
だ
け
が
残
り
ま
し
た
。
御
所

に
ふ
さ
わ
し
い
品
格
の
あ
る
四

脚
門
で
す
。（
い
）

ヒント　
牛にゆかりがあります。

ここはここは
　どこ？　どこ？

第221回

暮
ら
し
の
行
政
困
り
ご
と
相
談

日
時　

９
月
９
日
（
火
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所　

 

地
域
力
推
進
室
（
広
聴
担
当
）

（
校
舎
棟
１
階
㉓
番
窓
口
）

問
＝
京
都
行
政
評
価
事
務
所
（
☎
802
・
１
１
０
０
）

　

上
京
の
魅
力
を
発
信
す
る
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
上
京
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ

ト
『
カ
ミ
ン
グ
』」
の
取
材
を
通

じ
て
で
き
た
つ
な
が
り
を
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
繋
げ

ま
す
。

　

今
回
は
同
志
社
大
学
の
「
寒
梅

館
夏
ま
つ
り
」
で
、
パ
ネ
ル
展
示

と
出
前
企
画
を
行
い
ま
す
。
皆
様

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

日
時　

８
月
23
日
（
土
）
午
後
１

時
〜
４
時
（
午
後
０
時
30
分
開

場
） 

場
所　

同
志
社
大
学　

寒
梅
館

（
烏
丸
通
今
出
川
上
る
西
側
）

対
象　

小
学
生

　

上
京
こ
こ
ろ
の
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
、
こ
こ
ろ
の
病
を
持

つ
人
も
持
た
な
い
人
も
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
た

い
、
そ
ん
な
思
い
で
設
立
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
は
、「
発
達
障
害
」
に
つ

い
て
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

発
達
障
害
を
持
つ
子
ど
も
の
特
性

や
そ
れ
に
伴
う
困
り
事
、
大
人
に

成
長
し
て
い
く
過
程
で
気
を
つ
け

た
い
こ
と
、
周
囲
の
人
の
関
わ
り

方
等
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
お
話

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
興
味
の

あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

日
時　

９
月
１
日
（
月
）
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分
（
午
後
１
時

　

子
ど
も
も
高
齢
者
も
、
障
害
の

あ
る
人
も
な
い
人
も
、
日
本
人
も

外
国
人
も
、
み
ん
な
一
緒
に
歩
く

こ
と
で
、
一
人
ひ
と
り
が
持
つ

「
生
き
に
く
さ
」
を
知
り
、
共
に

生
き
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
？

　

京
都
御
苑
の
自
然
と
歴
史
を
知

り
尽
く
し
た
専
門
ガ
イ
ド
が
、
楽

し
く
ご
案
内
し
ま
す
。

日
時　

９
月
29
日
（
月
）
午
後
１

時
30
分
〜
４
時
30
分
（
受
付
は
午

後
１
時
）

会
場　

同
志
社
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス

周
辺
及
び
京
都
御
苑

集
合
場
所　

同
志
社
大
学
今
出
川

キ
ャ
ン
パ
ス
至
誠
館
23
番
教
室

（
今
出
川
通
烏
丸
東
入
）（
地
下
鉄

今
出
川
駅
１
・
３
番
出
口
か
ら
す

ぐ
）

テ
ー
マ　
「
京
都
御
苑
を
め
ぐ
っ

内
容

（
１
）パ
ネ
ル
展
示

　

京
極
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
に

よ
る
「
出
町
桝
形
商
店
街
」
の
レ

ポ
ー
ト
や
写
真

（
２
）出
前
企
画

・ 
か
み
ぎ
ゅ
う
く
ん
紙
芝
居

・ 
京
こ
と
ば
の
会
「
京
こ
と
ば
カ

ル
タ
」　

他

※
参
加
無
料
・
事
前
申
込
み
不
要

※
寒
梅
館
夏
ま
つ
り
で
は
、
同
志

社
大
学
の
お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん

た
ち
の
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
（
マ

ジ
ッ
ク
、
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
、
人
力

俥
な
ど
）
も
あ
り
ま
す
。

問
＝
地
域
力
推
進
室
（
企
画
担

当
）（
☎
441
・
５
０
２
９
）

開
場
）

場
所　

ホ
テ
ル　

ル
ビ
ノ
京
都
堀

川
（
東
堀
川
通
下
長
者
町
下
る
）

内
容　

講
演
「
発
達
障
害
に
つ
い

て
〜
子
ど
も
か
ら
大
人
に
成
長
す

る
過
程
で
の
周
囲
の
関
わ
り
〜
」

講
師　

長
倉
い
の
り
氏
（
京
都
市

児
童
福
祉
セ
ン
タ
ー
診
療
所　

医

師
）

定
員　

100
名
程
度
（
定
員
を
超
え

た
場
合
お
断
り
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。）

料
金　

無
料

申
込
み　

８
月
15
日
（
金
）
〜
８

月
27
日
（
水
）
に
電
話
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

主
催　

上
京
こ
こ
ろ
の
ふ
れ
あ
い

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
事
務
局　

上
京

保
健
セ
ン
タ
ー
）　

問
＝
健
康
づ
く
り
推
進
課
母
子
・

精
神
保
健
担
当
（
☎
432
・
３
２
２

１
）

て
、
み
ん
な
で
考
え
よ
う
。
未
来

の
上
京
〜
共
に
生
き
る
ま
ち
を
め

ざ
し
て
〜
」

内
容

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
：
森
口
弘
美

氏
（
同
志
社
大
学
社
会
学
部
社
会

福
祉
学
科
助
教
）

（
１
）　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

（
２
）　

京
都
御
苑
散
策

（
３
）　

意
見
交
換
・
報
告

定
員　

約
50
名
（
事
前
申
込
制
）

※
上
京
区
社
会
福
祉
協
議
会
へ
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

参
加
費　

無
料

主
催　

上
京
区
役
所
（
福
祉
部
支

援
保
護
課
）、
上
京
区
社
会
福
祉

協
議
会

共
催　

同
志
社
大
学　

学
生
支
援

セ
ン
タ
ー
・
障
が
い
学
生
支
援
室

問
＝
上
京
区
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
432
・
９
５
３
５
、
℻  

 

432
・
９

５
３
６
）

献
血
か
ら
生
ま
れ
る 

〝
愛
の
贈
り
物
〞が
、

貴
い
命
を
救
い
ま
す
。

　

人
間
の
生
命
を
維
持
す
る
た

め
に
欠
か
せ
な
い
血
液
は
、
人

工
的
に
造
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
さ
ら
に
、
血
液
は
生
き
た

細
胞
で
す
の
で
、
21
日
間
し
か

保
存
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
輸
血
に
必
要

な
血
液
を
い
つ
で
も
十
分
に
確

保
し
て
お
く
た
め
に
は
、
絶
え

ず
誰
か
の
献
血
が
必
要
で
す
。

　

近
年
、
全
国
的
に
献
血
者
数

は
横
ば
い
傾
向
で
す
が
、
若
年

層
（
10
代
、
20
代
）
の
献
血
者

数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

少
子
高
齢
化
を
迎
え
て
い
る
現

在
、
幅
広
い
年
齢
層
の
方
の
献

血
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
不

可
欠
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
輸
血
の
効
果
を
高
め
、

副
作
用
や
ウ
ィ
ル
ス
感
染
な
ど

の
リ
ス
ク
を
少
な
く
す
る
こ
と

が
で
き
る
400 

㎖
献
血
の
必
要
性

は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

区
内
で
も
、
各
学
区
の
献
血

組
織
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
平
成

25
年
度
は
延
べ
18
回
、
献
血
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
献
血
者
数

は
483
人
で
、
対
前
年
比
で
は
約

83.3
％
と
減
少
し
て
い
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
と
も
献

血
に
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

○
献
血
基
準
（
400 

㎖
）

年
齢　

男
性　

17
〜
69
歳

　
　
　

女
性　

18
〜
69
歳

（
65
歳
以
上
の
方
は
、
60
〜
64

歳
に
献
血
経
験
が
あ
る
方
に
限

り
ま
す
。）

体
重　

男
女
と
も
50 

kg
以
上

年
間
献
血
回
数　

　
　
　

男
性　

３
回
以
内　

　
　
　

女
性　

２
回
以
内

年
間
総
献
血
量　

　
　
　

男
性　

１
千
200 

㎖
以
内

　
　
　

女
性　

 

800 

㎖
以
内

※
献
血
手
帳
ま
た
は
献
血
カ
ー

ド
を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

問
＝
健
康
づ
く
り
推
進
課
管
理

担
当
（
☎
432
・
３
２
２
１
）















































































　

上
京
区
に
お
住
ま
い
で
、
一

時
的
に
車
イ
ス
が
必
要
に
な
っ

た
方
、
例
え
ば

・ 

ケ
ガ
で
、
一
時
的
に
必
要

・ 

介
護
保
険
の
申
請
中
で
、
認

定
さ
れ
る
ま
で
利
用
し
た
い

・ 

旅
行
や
お
墓
参
り
に
行
く
の

に
利
用
し
た
い

・ 

車
イ
ス
を
使
っ
た
研
修
を
し

た
い

等
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

利
用
料
金　

無
料

貸
出
期
間　

最
長
１
か
月

申
込
み　

平
日
の
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
（
正
午
〜
午
後
１
時

を
除
く
。）

手
続
き　

事
前
に
申
込
み
の
う

え
、
搬
出
日
に
認
印
を
持
参
く

だ
さ
い
。

搬
出
入　

本
会
の
開
所
時
間
内

に
各
自
で
お
願
い
し
ま
す
。

◆
お
願
い　

本
会
で
は
、
毎
年

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
整
備
点

検
を
し
て
い
ま
す
が
、
ご
利
用

の
際
は
、
各
自
で
車
イ
ス
の
整

備
状
況
の
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

「
権
利
擁
護
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
無
料
相
談

会
」
に
お
越
し
く
だ

さ
い
！

　

暮
ら
し
の
な
か
で
お
悩
み
を

抱
え
て
お
ら
れ
ま
せ
ん
か
？
医

療
・
福
祉
・
法
律
の
専
門
職
や

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
上

京
福
祉
事
務
所
・
区
社
協
な
ど

が
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
皆
様

の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

日
時　

９
月
12
日
（
金
）
午
後

１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所　

元
西
陣
小
学
校
（
上
立

売
通
大
宮
東
入
）

費
用　

無
料

問
＝
上
京
区
社
協
（
☎
432
・
９

５
３
５
、
℻  
432
・
９
５
３
６
、

堀
川
通
中
立
売
西
入
一
筋
下

る　

元
聚
楽
小
学
校
内
）

保
健

だ
よ
り

地域が地域が
繋がる繋がる

「絆」事業

　平安建都以来1,200年を超える長い歴史を有する上
京の魅力を世界に発信するため、子どもから大人まで
幅広い世代の皆様を対象に、写真を撮る楽しさ、上京
を歩く楽しさが伝わる写真コンテストを実施します。
詳細は、ホームページ（http://kamigyo-photo.jp）をご覧ください。
　上京の隠れたスポットやお気に入りの場所など、町の魅力や親しみやすさが
表現された写真をお待ちしています。
テ ー マ　 上京区内の自然、生活風景、祭事、名所、旧跡、

建築物、店舗、人物等をふくむ写真
応募資格　国内在住の方
期　　間　９月１日（月）～12月14日（日）当日送信、消印有効
 　１期：９月１日～９月30日　２期：10月１日～10月31日
 　３期：11月１日～12月14日
 　※各期１人１点ずつの応募とします。
応募方法　ホームページ（http://kamigyo-photo.jp）の応募フォームから送信し
てください。郵送の場合は、応募様式の内容
をご記入の上、CDに写真を保存して、下記の
応募先まで送付ください。
審　　査　フォトコンテスト特設サイト（http://
kamigyo-photo.jp）内の一般投票得票数による
審査と審査委員会による審査を行います。
応募・問合せ先　〒602-0065　上京区挽木町
518　ＮＰＯ法人場とつながりラボhome’s vi 
フォトコンテスト担当　
メールアドレス： info@kamigyo-photo.jp

　本市と公益財団法人大学コンソー
シアム京都は協働で、大学と地域が
一体となり『コラボ』する企画・事
業の中から、まちづくりや地域の活
性化に資するものを募集し、審査の
うえ認定する「学まちコラボ事業」
を実施しています。今年度は15事業を支援事業として、１
事業を奨励事業として認定しました。
　上京区関連は次のとおりです。
○都ライト’14（都ライト実行委員会）〈支援事業〉
　町家の中から格子越しにこぼれる「暮らしの灯り」を家
の内側からライトを使うことで表現する。
○京都銭湯芸術祭（京都銭湯芸術祭実行委員会）〈奨励事業〉
　アーティストと地域の銭湯をつなぎ、作品制作を通じた
銭湯の活性化を目指す。
問＝市総合政策室（☎222-3103）、（公財）大学コンソーシア
ム京都（☎353-9130）

制　度　名　 問合せ先
対象となる方 支給内容 一部負担金
ひとり親家庭等医療（申請日から）　 福祉介護課

次のいずれかに該当する方（所得制限あり）
①　 生計を一にする父又は母のいない、18歳到達後最初の３月
31日までにある児童

②　①の児童と生計を一にする母又は父
③　両親のいない児童と、その児童を扶養する20歳未満の方など

健康保険の自己負
担額 なし

重度心身障害者医療（申請月の初日から）　 福祉介護課
次のいずれかに該当する方（所得制限あり）
①　１級又は２級の身体障害者手帳を持っている方
②　知能指数（IQ）が35以下の方
③　３級の身体障害者手帳を持ち、知能指数（IQ）が50以下の方

健康保険の自己負
担額 なし

老人医療（申請月の初日から）　 福祉介護課
65歳以上70歳未満（平成26年度に限り、70歳の誕生日を迎える
方も対象（※））で、次の①又は②の方（所得制限あり）
①　所得税非課税世帯（一部例外あり）
②　所得が基準額以下で、（ア）～（ウ）のいずれかに該当する方
　　 （ア）寝たきり、（イ）一人暮らし、（ウ）同居者が親族のみで、

全員が60歳以上、18歳未満又は一定の障害のある方の世帯

健康保険の自己負
担額から一部負担
金を差し引いた額

後期高齢者医
療の自己負担
相当額（１割又
は３割負担、た
だし自己負担
限度額あり）。

重度障害老人健康管理費（申請月の翌月から）　 保険年金課
後期高齢者医療制度の資格がある方で、重度心身障害者医療の①
～③のいずれかに該当する方

後期高齢者医療の
自己負担相当額 なし

※　臨時特例措置として、平成26年度は、平成26年４月２日～平成27年３月１日に70歳の誕生日を
迎える方（昭和19年４月２日～昭和20年３月１日生まれの方）も対象となります。（70歳の誕生日が平
成27年３月２日～平成27年４月１日の方は、平成27年３月31日受診分まで従来の老人医療費支給制
度での適用が受けられます。）
問＝福祉介護課福祉担当（☎441-5103、プレハブ棟２階⑯番窓口）
　　保険年金課保険給付・年金担当（☎441-5138、プレハブ棟１階⑤番窓口）

上京区民まちづくり活動支援対象事業

彩りの京都「かみぎょう」
フォトコンテスト作品募集！

　本市では、市内にお住まいで健康保険に加入している方を対象に福祉医療制度を
実施しています。福祉医療制度の適用を受けるには申請が必要です。申請には保険
証、印かんをお持ちください。制度により身体障害者手帳、戸籍謄本等が必要とな
ります。　※入院時の食事代及び居住費等は支給の対象となりません。

パ
ネ
ル
展
示
と
出
前
企
画 

in 

寒
梅
館
夏
ま
つ
り

　

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進

に
関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
認
定

長
期
優
良
住
宅
で
、
平
成
28
年
３

月
31
日
ま
で
に
一
定
の
要
件
（
床

面
積
要
件
等
）
を
満
た
し
新
築
さ

れ
た
場
合
、
新
た
に
課
税
さ
れ
る

年
度
か
ら
５
年
度
分
（
３
階
建
以

上
の
耐
火
建
築
物
又
は
準
耐
火
建

築
物
は
７
年
度
分
）
の
固
定
資
産

税
に
つ
い
て
、
床
面
積
120
㎡
ま
で

に
相
当
す
る
部
分
の
税
額
が
２
分

の
１
減
額
さ
れ
ま
す
。
減
額
を
受

け
る
に
は
、
新
築
さ
れ
た
年
の
翌

年
の
１
月
31
日
ま
で
に
必
要
書
類

と
と
も
に
申
告
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
固
定
資
産
税
課
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
＝
固
定
資
産
税
課
家
屋
担
当

（
☎
441
・
５
０
８
６
、
プ
レ
ハ
ブ

棟
２
階
⑭
番
窓
口
）

長
期
優
良
住
宅
に

係
る
固
定
資
産
税

の
減
額
制
度

　

左
表
の
手
当
の
支
給
を
引
き
続

き
受
け
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、

８
月
中
の
そ
れ
ぞ
れ
指
定
さ
れ
た

期
間
に
届
出
を
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

届
出
を
お
忘
れ
に
な
る
と
、
８

月
分
以
降
の
支
給
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

国
民
健
康
保
険
、

後
期
高
齢
者
医
療
制

度
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

入
院
や
高
額
な
外
来
受
診
の
予

定
が
あ
り
、
高
額
な
自
己
負
担
金

が
見
込
ま
れ
る
場
合
、
事
前
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。「
限
度
額
適
用

認
定
証
」
等
を
申
請
に
よ
り
交
付

い
た
し
ま
す
。

　
「
認
定
証
」
を
保
険
証
と
併
せ

て
医
療
機
関
へ
ご
提
示
い
た
だ
く

と
、
次
の
よ
う
な
適
用
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ア　

世
帯
の
自
己
負
担
限
度
額

内
で
の
医
療
費
の
支
払
い

　

イ　

入
院
時
の
食
事
代
の
減
額

（
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
に
限

る
。）

※　
「
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け

る
に
は
、
保
険
証
と
印
か
ん
を

持
っ
て
、
保
険
年
金
課
に
申
請
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（「
認
定
証
」
に
は
有
効
期
限
が
あ

年金・手当 提出書類
児童扶養手当 現況届
提出・問合せ先　支援保護課支援第一担当
（☎441-5119、プレハブ棟２階⑰番窓口）
特別児童扶養手当 所得状況届
特別障害者手当

現況届障害児福祉手当
経過的福祉手当
外国籍市民重度障害者特別給付金
提出・問合せ先　支援保護課支援第二担当
（☎441-5121、プレハブ棟２階⑱番窓口）

上京区関連の
「学まちコラボ事業」

　

詳
し
く
は
、
エ
コ
ま
ち
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
、
ま
ち
美
化
事
務
所
に
配

架
し
て
い
る
チ
ラ
シ
、
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
京
都
市
情
報
館
の

「
移
動
式
拠
点
回
収
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

日
時　

①
９
月
13
日
（
土
）
午
前

９
時
〜
11
時　

②
９
月
13
日（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

①
み
つ
ば
幼
稚
園
（
小
川

通
今
出
川
下
る
）
②
北
総
合
支
援

学
校
（
堀
川
通
寺
之
内
上
る
）

問
＝
北
部
ま
ち
美
化
事
務
所
（
☎

724
・
８
８
８
１
）、
上
京
エ
コ
ま

ち
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
☎
366
・
０
７

７
６
、
校
舎
棟
１
階
㉒
番
窓
口
）

り
、
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。）

※　

国
民
健
康
保
険
に
ご
加
入
の

70
歳
未
満
の
方
に
つ
い
て
は
、
保

険
料
を
滞
納
し
て
い
る
場
合
、
前

記
の
ア
が
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

※　

国
民
健
康
保
険
に
ご
加
入
の

70
〜
74
歳
の
方
、
後
期
高
齢
者
医

療
に
ご
加
入
の
方
で
、
市
民
税
課

税
世
帯
の
方
は
、
お
手
持
ち
の
高

齢
受
給
者
証
又
は
後
期
高
齢
者
医

療
被
保
険
者
証
を
医
療
機
関
へ
ご

提
示
い
た
だ
く
と
、
医
療
費
の
支

払
い
が
世
帯
の
自
己
負
担
限
度
額

ま
で
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
請
は

不
要
で
す
。

※　

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
や
国
民
健
康
保
険
組

合（
同
業
者
に
よ
る
国
保
組
合
）の

組
合
員
の
方
は
、
各
健
康
保
険
の

窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
＝
保
険
年
金
課
保
険
給
付
・
年

金
担
当
（
☎
441
・
５
１
３
８
、
プ

レ
ハ
ブ
棟
１
階
⑤
番
窓
口
）

「
有
害
・
危
険
ご
み
等
の

移
動
式
拠
点
回
収
事
業
」

を
実
施
し
ま
す
。

エ
コ
ま
ち

エ
コ
ま
ち

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

だ
よ
り

だ
よ
り

り

「
車
イ
ス
の

一
時
貸
出
し
」を

ご
利
用
く
だ
さ
い

京都銭湯芸術祭の
認定証交付の様子

市の福祉医療制度のお知らせ

効効

現
況
届
・
所
得
状
況
届

の
提
出
を
お
忘
れ
な
く

平
成
26
年
度
「
上
京
区
ふ
く
し
を

な
ん
で
も
や
っ
と
こ
講
座
」
開
催
！

○ 「ころばん塾」（運動器の機能向上プログラム）
（全13回）
日　時 場　所 内容・定員

９月４日～11
月27日の毎週
木曜日　
午後１時30分
～２時30分

上京老人福
祉センター
（今小路通御
前通東入）

内容
体力測定、ストレッチ、
下肢筋力・バランス能
力向上運動、転倒予防
運動、講話など
定員
10名程度（先着順）

※要支援・要介護状態以外で区内在住の65歳以
上の方が対象。要予約。参加費無料。
申込先　上京区地域介護予防推進センター（☎
417-4707、小川通今出川下る西入東今町　京都
市小川特別養護老人ホーム内）
問＝支援保護課支援第二担当（☎441-5121）

上京区地域介護予防推進センター　
各種教室のご案内


